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 木星面に閃光
せんこう

観測
かんそく

される 

さる９月１３日２２時（世界時）、木星に閃光

現象
げんしょう

が観測されました。 これは 1.5 秒ほど

木星面のある一か所が光る現象です。（残念
ざんねん

ながら日本からは木星が見えない時刻
じ こ く

で

す。） 閃光現象は２、３年に一度程度
て い ど

の割合
わりあい

で観測され、その原因
げんいん

は小さな天体の衝突
しょうとつ

（氷を想定すると直径
ちょっけい

数メートル）と考えられ

ます。 閃光は 2010 年（２回）、2012 年、

2016年、２０１７年、2019年と観測されてい

ますので、今回は約
やく

２年ぶりの観測ということ

になります。  

木星ほど遠いところの、直径１０メートル以下
い か

の小さい天体は地上から観測することは不可能
ふ か の う

です。 しかし、はからずも木星そのものが

閃光として手掛
て が

かりを与
あた

えてくれています。  

これまでの例では、１つの閃光を観測したのは１か所から４か所の独立
どくりつ

した観測者でした。 

見逃
み の が

してしまった閃光はなかったのでしょうか？ ところが今回は、ブラジル、フランス、イタリ

ア、ドイツ、ルーマニアで９つの独立の観測が記録
き ろ く

されました。いずれも閃光を狙
ねら

っての観測

というわけではなく、見やすい位置
い ち

にある木星を撮影
さつえい

していての出来事です。 木星はかなり

の時間帯
たい

モニター（監視
か ん し

）されており、観測数は実際
じっさい

の衝突の数に近づいているのではな

いかと考えられます。 とは言ってもこれは数字の桁
けた

が合っているというレベルの粗
あら

い見積
み つ

も

りです。 もちろん地球からは木星の片側
かたがわ

（昼側）しか観測できないので、実際の数は単純
たんじゅん

にその２倍と想定することができます。        ２０２１年 10月１０日記 （解説員
かいせついん

：田部
た べ

 一志
い っ し

） 

2021年 9月 13日、木星に現れた閃光（赤い矢印） 
ブラジルのホセ・ルイス・ペレイラ（Jose Luis Pereira）
さん撮影 


